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　地域の青少年の健全育成における大きな支えであ

る「青少年指導員制度」が、このたび 50 周年とい

う大きな節目を迎えました。

　青少年指導員の皆様が、制度創設から半世紀にわ

たり紡いでこられました活躍の歴史に、心から敬意

を表します。また改めて深く感謝申し上げます。

　昭和 43 年に制度が創設されてから 50 年、横浜の

子ども・青少年を取り巻く環境は大きく変化してき

ました。市の人口が 205 万人から 373 万人に増加し活力が増す一方で、近年は

少子化や核家族化が進んでいます。そしていつの時代にあっても、次の世代を

担う子ども・青少年の健やかな成長は、社会全体の変わらぬ願いです。

　大変ありがたいことに、横浜市には、情熱と使命感を持って子ども・青少年

の健全育成に取り組まれる青少年指導員の方々が、数多くいらっしゃいます。

制度創設以来、本当に多くの皆様が、地域の大人として、子ども・青少年のた

めにできることを考え、創意工夫を重ね、活動に取り組んでこられました。活

動のうえでは様々なご苦労があったことと思いますが、皆様の活動から、本当

にたくさんの子どもたちが元気と希望を得て、未来への一歩を踏み出していま

す。そして、皆様が育まれた子どもたちは、それぞれの地域を支え、横浜市を

支える大人になってくれるはずです。青少年指導員の皆様には、横浜の未来を

育む大切な役割を担っていただいております。

　横浜市としましても、全ての子ども・青少年が、自身の置かれている状況に

関わらず、自らの可能性を伸ばし未来を切り拓いていけるよう、青少年指導員

の皆様とともに、より一層取り組んでまいります。

　結びに、青少年指導員制度創立 50 周年を契機に、今後も青少年指導員の皆

様がますますお元気で活躍されますことを祈念申し上げまして、御礼の言葉と

させていただきます。

「青少年指導員制度創設50周年」に寄せて
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　青少年指導員制度創設 50 周年の節目にあたり、

記念誌紙面をお借り致しご挨拶申し上げます。

　さて、私たちの青少年指導員制度は、戦後間もな

く始まった「児童愛護班活動」等に端を発し、昭和43

年に制度化されました。現在では神奈川県下で約

5300名、横浜市では約2700名が神奈川県知事、横浜

市長より委嘱を受け活動しております。

　戦後の荒廃期・高度経済成長期・オイルショック・

バブル期と、大きなうねりを経て現在に至っており

ますが、驚くほどの速さで世情が変わり、少子化・核家族化・地域の繋がりの

希薄化等が問題視され、さらにインターネットや携帯電話、SNSの急激な普及、

発展により青少年を取巻く環境は激変し潜在化しております。

　戦後のベビーブーム、いわゆる「団塊の世代」に象徴される競争社会におい

て、合理化や利便性を推し進めるあまり、私たちの「こころ」までがデジタル

化に向かってはいないでしょうか。　

　身の回りにある「いのち」は、あるのが当たり前ではなく、その命を感じる

センスをどのようにして身に着けるか・・・当たり前にいたトンボ・メダカ・

蝶やいろいろな鳥たちが最近いなくなってしまったことの重大さを、特に幼い

子を持つ親、ひいては私たち大人が感じ取り、それを次世代を受け継ぐ子ども

たちに、幼い頃より実体験を通して体得させることが大切だと思います。

　今こそ、「デジタルからアナログへ」と舵を切り、将来を担う青少年が、夢

や希望を抱いて成長していけるよう「地域で育てよう青少年」のスローガンの

もと、次のステップに向け連携を深めていかなくてはなりません。

　50 年の節目に際し、改めまして先人達が積み重ねて来られたご功績に敬意

を表しますと共に、将来に向かって青少年指導員各位の一層の活躍を祈念致し、

ご挨拶とさせていただきます。

「青少年指導員制度創設50周年」を迎えて
横浜市青少年指導員連絡協議会　会長　石井　一也
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